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3 倍性 ヤプッバキぬ 血 e 朋友 力卍 ㎡伍の花粉特性、 特に微 ， Ⅱ立花粉の形成 

膝下典之 ( コ一べ ・カメリア・ソサエテイ、 元大阪府立大学 ) 

日本原生の マフッバキ ㏄ 皿臼伍り年り ㎡㏄には 2000 余の品種があ り (1998) 、 染色体基本数を 15 とす 
る 2 倍体が 102 、 3 倍体が 13 、 5 倍体が 1 、 2n 二 44 の異数 件が 1 の各品種が記載されている ( 近藤   

1989) 。 4 倍体が確認はれていない 現状での 37 割 生の成因は定かでないが、 染色体非減数と 正常に減数し 

た配偶子間の 受精による同質 3 倍性 や 、 同属異種との 交雑による異質 3 倍性が考えられる。 
演者は Caam ㎎ 皿百 属の種分化・ 系統発生の研究目的で、 東南アジアや 中国原生の 51 種 spedes と、 栽培 
0600 条品種の花粉を、 形態や生理面から 調べ、 昨年はハルサザンカ C.Ve 胡 Ⅲ七の 3,4,5,6 倍性別の 

花粉特性を発表した。 今回は 、 種や品種固有の 花粉粒径の 1/3 ～ 1/2 のⅡ 藩 ( ヤプ ツバキでは 15 ～ 25 は 
m) で、 内容 ( 細胞質 ) を欠くが、 構造的な発芽溝を 持ち、 強酸のメタンスルホン 酸には正常花粉同様に 
溶解しない微小粒花粉が、 3 倍性の ヤプ ツバキで、 特異的に高頻度で 検出できたので 報告する。 
小さく染まらず、 形成数が少ないために 検出困難な 微 Ⅱ梅花粉は、 複数の栽植園地で 採取し室内で 開落 
させた数 花 ごとに 500 粒以上の花粉を、 ヨード・ヨードカリ 染色し反復精査し 缶 微小粒花粉の 検出頻度 
は 、 擬似花粉 粒 ・微小粒花粉を 除く異常花粉と 正常花粉の観察合計 1 ㏄粒に対する 微 Ⅱ 職 花粉の検出拉致 
で示しナ目 

微刀蒲 立花粉の検出頻度 ( 拉致 ) は、 3 倍体で正常花粉率 4.9 ～ 58.1% の 10 品種では， D 儂 am G 田 ，の 

8.8 から・高著 紅 ，の 59.8 粒 ( 平均 19,7 粒 ) 、 異数件 の 。 盃棄椿 ，では 8.8 粒であ っねこれに対し、 2 

倍 体で正常花粉率が 85% 以上の 19 品種では，有川，。 玉の浦，ほかの 0 から。 楼蘭，の 0 ． 8 粒で、 微小粒 
花粉は無いに 等しかった。 一方、 3 倍性ではあ るが同属異種のハルサザンカ C 鵬 血切 括 で、 正常花粉率 
0 から 12.7% の 6 品種では、 微小粒花粉は ヤブ ツバキに反し 全く検出できなかっ 広 これは 3 倍 陛の ハル 
サザンカがサザンカ C 昭臣㎎㎎ 6{ 剖生とマフッバキ 2 倍性間の種間雑種にさらに ヤプ ツバキが戻し 交 

離 して成立した、 異質 3 ィ剖 生であ ることによるものと 思われた。 
同属異種の 6 倍性の トウ ツバキ C 騰 加地 ぬ 28 品種、 2 から 8 倍性に及ぶ原生の 49 種、 各種組合わせ 
の種間交雑 9 品種では、 微小粒花粉は 検出できなかった。 唯一の例外は C 正佗 Ⅱ た ねの正常花粉率 0 ． 5% 
の 3 倍 体 ・ Capta 血 Ⅰ ぬ wes 。 で、 微小粒花粉が 67.1 粒もの突出した 高い頻度で検出された。 この品種は 
本来 6 倍性であ ったものが半数件化して 同質の 3 倍性になった 可能性が強い。 

染色体 数 未知の ヤプ ツバキの中に 、 微 Ⅱ 廿 立花粉の検出頻度を 正常花粉率とから、 明らかに 37 割 生 と推定 
できるものに。 日光，。 聚楽，。 G ぬ ndSlamn, 。 新司 ( ヒゴ ツバキ ), 。 土佐右楽，の 5 品種があ った 兜 " 
点では、 微 Ⅱ 曲 櫛形成は異数体も 含めた同質 3 倒生の ヤプ ツバキの特異形質とも う けとれよう。 
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